
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人と人をつなげる ４つの柱 活動８年目！ 
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『
今
だ
け
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
を
大
切
に 

 

私
た
ち
は
、
楽
器
や
歌
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
楽
し
む
、
音
楽
好
き
な
マ
マ
仲
間
で
す
。
子

ど
も
の
幼
稚
園
で
出
会
っ
た
の
は
、
も
う
十

年
以
上
前
。
当
時
の
母
親
業
と
い
え
ば
、
二
十

四
時
間
営
業
で
年
中
無
休
、
深
夜
や
早
朝
に

突
発
的
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
重
な
っ
て
も
、
コ

ン
ビ
ニ
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
提
出
す
る
先
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
日

常
で
、
幼
稚
園
の
保
育
時
間
中
に
音
楽
好
き

な
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
、
自
分
を
見
つ
め

ら
れ
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
た
今
、
活
動
範
囲

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
二
月
に
は
東
部

の
昼
食
会
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
区
内
の
幼
稚
園
や
児
童 

館
、
都
内
の
シ
ニ
ア
施
設
か 

ら
も
お
声
か
け
い
た
だ
い
て 

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
演
奏 

技
術
は
様
々
で
す
が
、
音
楽 

へ
の
思
い
は
全
員
ピ
カ
イ 

チ
で
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の 

醍
醐
味
は
、
演
奏
者
の
心
を 

映
し
出
す
、
一
期
一
会
の
ハ 

ー
モ
ニ
ー
。
音
に
は
形
が
な 

い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
の 

気
持
ち
が
素
直
に
彩
ら
れ 

ま
す
。
令
和
時
代
が
始
ま 

り
、
こ
の
先
ま
た
十
年
、
二 

十
年
と
、
「
今
し
か
奏
で
ら 

れ
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
楽 

し
み
な
が
ら
、
元
気
に
笑
顔 

で
活
動
を
続
け
た
い
で
す
。 

 

 コラム 

アンサンブル「ボニッシモ」 
 

なかま 

支
え
あ
い
部
会 

地
域
事
業
部
会 

い
つ
か
来
る
大
災
害
。「
自
助 

と
共
助
」
の
時
代
だ
け
に
地
域
の 

重
責
が
増
し
て
い
ま
す
。
互
い
の 

 

年
３
～
４
回
の
講
演
・
講
習
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
人
生
を
深
め
る
３
月
講
座

は
、
料
理
家
の
服
部
幸
應
氏
は
じ
め
、

「
え
？
ど
う
や
っ
て
呼
ん
だ
の
」
と
驚
く

キ
ラ
星
講
師
が
。
地
域
の
散
歩
歴
訪
も
人

気
の
講
座
で
す
。
次
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
♪ 

 

安
否
確
認
は
大
事
な
テ
ー
マ
。
防
災

訓
練
を
は
じ
め
、
日
頃
か
ら
支
え
あ

え
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

 

安否確認、日ごろから― 

地
域
あ
げ
て
の
防
災
訓
練
で
、
避
難
者
カ
ー
ド
の
記
入
も
練
習 

 
 
 
 
 

避
難
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
ん
だ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練 

人が集まる講習・講演を― 
 

骨
董
解
説
、
能
舞
台
の
体
験
、
人
形
劇
な
ど
多
彩
な
催
し 

広
報
部
会 

こ
の
「
は
な
み
ず
き
」
を
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
た
だ
た
だ
感
謝
。
ご
感
想
な
ど
い
た
だ

け
れ
ば
、W

o
rd

で
紙
面
作
り
に
汗
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
委
員
が
喜
び
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。 

ま
つ
り
部
会 

楽しく集える１日を― 

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
と
「
運
動
会
」
は
、

住
民
だ
け
で
企
画
実
行
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
区
内
最
大
級
。「
ひ
ろ
ば
」
は
宮
園

高
齢
者
会
館
の
サ
ー
ク
ル
始
め
、
出
し
物

彩
々
で
す
。
運
動
会
は
町
会
対
抗
で
盛
り

上
が
り
ま
す
。 

東部区民活動センター運営委員会 

わかりやすく伝えたい― 

 

大
運
動
会 

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば 

住
民
の
自
主
活
動
を
支
援 

会
長 

八
束
重
宣 

 
こ
の
度
、
小
野
光
初
代
会
長
の
後
任
と
し
て
、
運
営
委
員
会
の
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

当
会
は
、
東
部
地
区
の
14

町
会･

11

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体･

小

中
学
３
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
母
体
と
し
た
委
員
会
で
す
が
、
中
野
区
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
地
域
住
民
の
自
主

活
動
を
支
援
・
推
進
す
る
こ
と
と
、
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー･

宮
園
高
齢

者
会
館
の
施
設
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

東
部
地
区
は
、
地
域
活
動
が
大
変
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
比
較
的
小
規
模
な
が
ら
好
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
る

セ
ン
タ
ー
を
活
か
し
て
、
な
お
一
層
発
展
さ
せ
る
よ
う
微
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
役
員
】 

副
会
長 

植
松
康
次
・
原
島
恵
子 

会
計 

 

渡
辺
上
人
・
村
上
昌
子 

監
事 

 

岡
本
秀
子
・
喜
多
村
義
紀 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
令和元年（2019年）6月 15日(2) 東部区民活動だより 

集
会
室
抽
選
日 

9
月
分 

7
月
22
日
（
月
） 

10
月
分 

8
月
19
日
（
月
） 

11
月
分 

9
月
17
日
（
火
） 

 
 

日 

次
号
は
9
月
発
行
予
定
で
す
。 

―
編
集
後
記
― 

 

６
月
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
６
月
と
い

え
ば
梅
雨
。
梅
雨
時
の
雨
は
ざ
ー
ざ
ー
で

な
く
、
し
と
し
と
と
降
る
と
決
ま
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
近
年
の
降
り
方
と
き
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
と
て
も
梅
雨
と
は
思
え

な
い
。
土
や
砂
を
跳
ね
上
げ
る
だ
け
で
な

く
、
土
や
砂
が
空
中
か
ら
降
っ
て
く
る
よ

う
に
烈
し
く
、
裾
や
足
先
だ
け
で
な
く
全

身
土
と
砂
だ
ら
け
に
さ
せ
て
、
ど
し
ゃ
ー

っ
と
降
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
「
土
砂
降

り
」。
こ
れ
か
ら
は
、「
土
砂
降
り
＝
梅
雨

時
の
雨
の
こ
と
」
と
辞
典
の
定
義
を
変
え

た
り
、
梅
雨
時
の
季
語
に
加
え
て
も
ら
い

た
い
く
ら
い
で
す
ね
。 

因
み
に
こ
の
土
砂
降
り
、
英
語
で
は

「cats  and
 
dogs

」
と
か
。
ほ
ん
と

か
な
？ 

さ
て
今
年
の
梅
雨
は
ど
ん
な

雨
（
降
り
）
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

で
き
る
こ
と
な
ら
、
し
と
し
と
と
静
か

に
た
く
さ
ん
降
っ
て
田
畑
、
野
原
に
大
い

な
る
恵
み
を
も
た
ら
せ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

    

Ｋ
・
Ｍ 

東部区民活動センター運営委員会 HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.nakano-tobu.gr.jp 

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
館
内
及
び
、 

敷
地
内
が
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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本
年
で
42
回
目
の
谷
戸
運
動
公
園

盆
踊
り
大
会
。
売
店
も
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
家
族
で
楽
し
め
ま
す
。 

練
習
日
も
２
日
間
あ
り
、
踊
り
も

「
東
京
音
頭
」
「
炭
坑
節
」
か
ら
「
ダ

ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
音
頭
」
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

日
時
：
令
和
元
年
７
月
12
日
（
金
）
・ 

13
日(

土)

（
予
備
日
14
日
） 

午
後
７
時
～
９
時 

会
場
：
谷
戸
運
動
公
園 

主
催
：
中
野
一
丁
目
町
会
、
高
根
町
会 

宮
二
町
会
、
宮
三
町
会 

 練
習
日
：
７
月
２
日
（
火
）・
９
日
（
火
） 

城
山
ふ
れ
あ
い
の
家
に
て 

 
 
 

 
 
 

午
後
７
時
～
９
時 

※
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
音
頭
の
練
習
も 

別
日
程
で
予
定
し
て
い
ま
す
。 

谷戸運動公園 盆踊り大会 

毎年大勢の人で賑わい、子どもから 
大人まで何重もの踊りの輪が出来ます 

 
 
 
 

 
 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

 

◇東部区民活動センター区職員

深沢さん・藤井さん 

地域事業部会主催 講演と実演「神田川と東京手描友禅」 
   地域を流れる神田川と、東京のきもの文化が深い関係にあることをご存知で 

すか？中野に住み、「東京手描友禅」の作家としてきもの文化を継承する東京都 

伝統工芸士・熊澤吉治さんにお話を伺います。中野の染物の歴史やきもの全般に 

ついての Q&A、友禅染の実演・作品も見せていただきます。きもの好きの方も、 

興味はあるけどきっかけがないという方もどうぞご参加ください。 

 

日時 令和元年 7月 6日（土）14時～（開場 13時半） 入場無料 

会場 東部区民活動センター3階 洋室 3・4号 定員 先着 60名（要予約） 

＜申込み・問合せ＞ 東部区民活動センター運営委員会事務局 

 電話 3363‐0631（月～金曜日の 9 時～17時） 

またはメールで nakano_tobu@almond.ocn.ne.jp   

下記内容をお知らせください。  

①参加者氏名 ②連絡先電話番号 ③お住いの町名または町会名 

 

 

熊澤さんの作品（上）制作の様子（下） 

◇運営委員会事務局スタッフ 

大浦さん・村松さん・斎藤さん 

（後列左から） 

中野さん・原園さん・荒川さん・平田さん

（前列左から） 

５
月
１
日
か
ら
令
和
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
元
号
の
意
味
・
趣
旨
を
海
外
の

方

へ

伝

え

る

英

語

は

「Beautiful 

Harmony

」
で
統
一
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

東部区民活動センター職員紹介 

mailto:nakano_tobu@almond.ocn.ne.jp

